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概要

日時

料金

オンライン 右記の二次元コードを読み込み

Peatixからお申し込みをお願いいたします。場所 申込

日間
コース

精神疾患の親と暮らす子ども・若者を支えるために、「家族支援とは何か」を多角的

に問い直す全7講座。支援者・当事者・専門職の声に加え、スウェーデンの先駆的な

実践事例からも学び、支援の再構築とつながりを育む学びの場です。

大阪府大阪市中央区平野町１－７－１ 堺筋高橋ビル５階Ｂ－506

お問い

合わせ
NPO法人CoCoTELI TEL：

MAIL：

090-1289-4860
info@cocoteli.com

オンライン

開催

合計 時間

申
込
は
コ
チ
ラ

養成講座

講座全てに参加の場合：¥10,000（一般・大学院生）/ ¥3,000（学生）

1コマのみ参加の場合  ：¥2,000（一般・大学院生・学生 一律）

※録画配信予定（期限あり）



9.20 [sat]  13:00-16:50（各講座：90分講演＋20分グループワーク）

講演1：“支援される側”だった私から伝えたいこと
〜精神疾患の親と暮らす子ども・若者の実態と支援の全体像〜

13:00-

15:00-

講師プロフィール：長沼 葉月氏
精神保健福祉士。東京都立大学教授。博士（保健学）。東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻（精神保健学分野）博士課程修了。

専門領域は、ソーシャルワーク技法，精神保健学、児童・思春期ケースワーク、家族支援など。

主な著書は、『高齢者虐待防止のための家族支援』（共著、誠信書房、2012年）、『高齢者虐待にどう向き合うか』（共著、瀬谷出版）、など。

講演2：“正しい支援”が苦しさを生むとき
〜支援の構造を問い直す〜

講師プロフィール：竹端 寛氏
兵庫県立大学環境人間学部教授。専門は福祉社会学、社会福祉学。

著書は『能力主義をケアでほぐす』（晶文社）、『ケアしケアされ、生きていく』（ちくまプリマー新書）、『家族は他人、じゃあどうする？――子育ては親の
育ち直し』(いずれも現代書館)、など。

9.21 [sun]  09:00-12:50（各講座：90分講演＋20分グループワーク）

講演3：傷つきに気づく支援者になるために
〜精神疾患とともにある家庭へのトラウマインフォームドな関わり〜

09:00-

11:00-

講師プロフィール：毎原 敏郎氏
兵庫県立尼崎総合医療センター小児科長、一般社団法人TICC（トラウマ・インフォームド・ケア・コミュニティ）代表理事。
小児科医として、子ども虐待やその予防、トラウマを抱える子どもや家族への支援に長年従事。

トラウマインフォームドケアの普及と実践を推進し、社会全体がトラウマに配慮した支援を行えるよう啓発活動や人材育成、地域実践事業を展開。

講演4：わたしたちが語りたいこと
〜精神疾患の親と暮らした子ども若者の声〜

講師プロフィール：CoCoTELIの子ども若者
精神疾患の親を持つ家庭で育った子ども若者たちが、仮名で顔を出さずに語ります。一人一人が違う家庭環境でそれぞれの困難を抱えて生きてきました。

親の病気への戸惑い、誰にも言えなかった孤独、成人しても続く葛藤。親への気持ちは日々変わります。「9月21日付の気持ち」として、その瞬間の揺れ動
く思いを話していただきます。どんな支援が必要だったか、支援者の皆さんに届けたいことが聞ける場になればと思います。

9.27 [sat]  10:00-11:50（各講座：90分講演＋20分グループワーク）

講演5：子どもの権利と親の限界
〜精神疾患をもつ親子支援の法的視点から考える介入のあり方〜

10:00-

講師プロフィール：間宮 静香氏
名古屋大学大学院教育発達科学研究科教育科学専攻　修士（教育）。

弁護士登録直後から、非行、虐待など子どもに関わる仕事を中心に従事。現職として、日本弁護士連合会子どもの権利委員会副委員長、名古屋市子どもの

権利擁護委員など。大学の非常勤講師として「子どもの権利論」などを担当、子どもの権利に関する講演、自治体支援等も行う。

9.28 [sun]  2部制（09:00-10:50 / 17:00-18:50）（各講座：90分講演＋20分グループワーク）

講演6：親の治療と子どもの支援をどうつなぐか
〜精神科医の立場から見た家庭支援のリアル〜

09:00-

17:00-

講師プロフィール：黒川 駿哉氏
子どものこころ専門医、医学博士。山形大学医学部卒。慶應義塾大学大学院博士課程修了。児童・思春期に関連する国内外の研究に携わりながら臨床を

行っている。幼少期を過ごした英国でのマイノリティとしての生活が原体験となり、子どもの居場所「はじまりの基地」を開設したり、知的／発達障害

児・者サッカースクール「認定NPO トラッソス」チームドクターを務めるなど、子どもの主体性を引き出す団体の活動支援に力を入れている。

講演7：スウェーデンの家族支援に学ぶ：
〜精神疾患のある親と暮らす子どもへの制度的アプローチ〜

講師プロフィール：テレサ・スチューレソン氏

高校時代の2005年に友人と2人で活動を開始。現在は、困難な家庭環境にある子どもたちを支援する団体である、Maskrosbarnの事業開発責任者。
当事者・経験者による団体というスタンスを保ちつつ、全国3ヶ所の拠点30人の有給フルタイム職員を有する規模に発展している。
スウェーデン国内全ての子どものうち、約25%（50万人）が該当状態と推計されるとして、メディアやSNS等で積極的に発信・啓発を行っている。

講師プロフィール：吉岡 洋子氏
関西大学社会学部教授。北ヨーロッパ学会理事、子どもアドボカシー学会学会誌編集委員など。

専門は子ども家庭福祉、市民社会論で、主な研究フィールドはスウェーデン。子どもの権利をベースとして、子どもの声が届く社会の仕組みのあり方、

親子を支える予防型支援のあり方を国際比較の観点から探求している。

主催 NPO法人CoCoTELI
※本講座は公益財団法人日本財団の助成により実施しています。


